


























５ 新技術等の活用方針及び費用の縮減に関する具体的な方針 

 本計画の対象である２本のトンネルは、本市の主要路線に位置付けられ、迂回

路等も無いことから、集約化及び撤去を進めることは困難な状況にありますが、

施設の点検、修繕に係る新技術等の活用の検討を積極的に行い、事業の効率化、

費用の縮減を図っていくこととします。 

 
（１）点検・修繕に関すること 

 「点検支援技術 性能カタログ（国土交通省）」や「NETIS（新技術情報提供シ

ステム）」等を参考としながら、施設点検、修繕等において、より効率化・高度

化が見込まれる新技術等を活用することで、令和１０年度までに２本のトンネ

ルで従来方式と比較し５％程度の費用の縮減を目指します。 
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